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調
査
の
概
要

対
象
　
１８
歳
以
上
の
市
民
の
中
か

ら
２
５
０
０
人
を
無
作
為
抽
出

調
査
方
法
　
郵
送
で
の
配
布
回
収

調
査
時
期
　
平
成
３０
年
１１
月
　

有
効
回
答
　
１
２
８
０
通
（
回
収

率
５１
・
２
㌫
）

性
別　

男
性
４２
・
５
㌫
、
女
性
５７
・

５
㌫

７３
・
１
㌫
が
恵
那
市
に
住

み
続
け
た
い
と
回
答

　「
こ
れ
か
ら
も
今
の
場
所
に
住

み
続
け
た
い
か
」
の
問
い
に
対
し

て
「
住
み
続
け
た
い
」（
６７
・
８
㌫
）

と
の
回
答
が
最
多
。「
市
内
へ
引

越
し
し
た
い
」（
５
・
３
㌫
）
と
合

わ
せ
た
「
恵
那
市
に
住
み
続
け
た

い
」（
７３
・
１
㌫
）
が
、
全
体
の
約

４
分
の
３
を
占
め
ま
し
た
。

　
年
代
別
で
は
「
恵
那
市
に
住
み

続
け
た
い
」
と
感
じ
て
い
る
方
は

７０
代
以
上
が
最
も
多
く
（
８２
・
７

㌫
）、
最
も
少
な
い
の
は
３０
歳
未

満
（
３８
・
６
㌫
）
で
し
た
。
年
代

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
か
ら
も

恵
那
市
に
住
み
続
け
た
い
と
考
え

る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

働
く
環
境
や
医
療
・
子
育

て
環
境
の
充
実
へ
の
声

　「
今
後
恵
那
市
に
住
み
続
け
る

た
め
に
何
を
伸
ば
し
て
い
く
べ
き

か
」
の
問
い
に
対
し
て
は
、
１
位

が
「
働
く
環
境
」、
２
位
が
「
医

療
環
境
」、
３
位
が
「
子
育
て
環

境
」、
４
位
が
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
施
設
（
娯
楽
施
設
）」、
５
位

が
「
教
育
環
境
」
で
し
た
。

　
年
代
別
で
は
、「
働
く
環
境
」

が
全
て
の
年
代
で
１
位
。
ま
た
３０

歳
未
満
で
は
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
施
設
（
娯
楽
施
設
）」、
７０
歳
以

上
で
は
「
医
療
環
境
」
が
上
位
に

入
り
ま
し
た
。

　
地
域
別
で
は
、
全
て
の
地
域
で

「
働
く
環
境
」「
医
療
環
境
」「
子

育
て
環
境
」が
３
位
ま
で
を
独
占
。

大
井
・
長
島
・
東
野
・
三
郷
・
武

並
で
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

（
娯
楽
施
設
）」、
笠
置
・
中
野
方
・

飯
地
・
串
原
・
上
矢
作
で
「
農
林

業
の
活
力
」、
岩
村
・
山
岡
で
「
教

育
環
境
」が
上
位
に
入
り
ま
し
た
。

少
子
化
理
由
の
上
位
に
結

婚
年
齢
や
経
済
的
負
担

　
第
２
次
総
合
計
画
で
は
「
人
口

減
少
対
策
」
と
「
市
（
財
政
）
の

存
続
」
を
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　
結
婚
や
少
子
化
に
つ
い
て
の
調

査
結
果
を
、
左
の
グ
ラ
フ
で
示
し

ま
す
。「
少
子
化
の
理
由
」
と
し

て
は
「
結
婚
年
齢
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
」「
子
育
て
や
教
育
へ

の
経
済
的
負
担
」「
若
い
人
が
働

く
場
を
求
め
て
市
外
に
転
出
」
な

ど
が
、
特
に
高
い
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。

0 10 20 30 40 50 60
その他

住居が狭い

子どもが伸び伸び育つ社会環境でない

不妊治療の経済的・身体的負担

育児に対する親の心理的・肉体的な負担

自分、夫婦の生活を大切にしたい

子育てに対する漠然とした不安がある

子育てを手助けする人が身近にいない

若い人が働く場を求めて市外に転出

子育てや教育への経済的負担

結婚年齢が高くなってきている

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

仕事（学業）に専念したい

異性とうまく付き合えない

結婚そのものをしたいと思わない

独身の方が経済的に自由

家族を養う収入がない

年齢、健康上の理由

独身の方が精神的な自由がある

異性との出会いの場がない

結婚したいと思える相手がいない

回答者の年代別割合
80 歳以上

70 代

60 代

50 代

40 代

30 代

30 歳未満

※複数回答可

※複数回答可

「
結
婚
し
た
い
と
思
え
る

相
手
が
い
な
い
」
が
多
数

　「
結
婚
し
て
い
る
」
と
答
え
た

方
は
、
全
体
の
約
４
分
の
３
。
年

代
別
で
は
、
３０
歳
未
満
が
１２
・
１

㌫
、
３０
代
・
４０
代
が
７５
・
５
㌫
、、

５０
代
・
６０
代
が
８７
・
７
㌫
で
し
た
。

「
結
婚
し
て
い
な
い
理
由
」
で
は

３０
代
・
４０
代
、
５０
代
・
６０
代
で
「
結

婚
し
た
い
と
思
え
る
相
手
が
い
な

い
」
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

少子化の
理由は
何だと
思いますか？

あなたが
結婚
していない
理由は？

　
第
２
次
総
合
計
画
と
第
３
次

行
財
政
改
革
大
綱
・
行
動
計
画

を
着
実
に
推
進
し
、「
は
た
ら

く
」「
た
べ
る
」「
く
ら
す
」
の

政
策
に
向
け
た
効
果
的
な
行
政

運
営
が
で
き
る
人
事
異
動
と
し

ま
し
た
。

　
商
工
観
光
部
商
工
課
に
企
業

誘
致
推
進
室
を
、
教
育
委
員
会

事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
課
に
国
体
開

催
準
備
室
を
新
た
に
設
け
ま
し

た
。
民
間
企
業
な
ど
の
知
識
や

技
術
を
取
り
入
れ
、
職
員
の
育

成
を
図
る
た
め
、
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
も
行
い
ま
す
。

　
異
動
者
２
２
２
人
中
、
昇
格

者
は
５９
人
。
う
ち
女
性
職
員
の

管
理
監
督
職
へ
の
昇
格
は
、
課

長
補
佐
級
１
人
、
係
長
級
５
人

の
合
計
６
人
（
全
体
女
性
管
理

監
督
職
は
、
部
長
級
１
人
、
課

長
級
８
人
、
課
長
補
佐
級
１９

人
、
係
長
級
２８
人
の
合
計
５６

人
）。
４
月
１
日
現
在
の
全
体

職
員
数
は
６
７
１
人
で
、
前
年

同
日
と
比
べ
て
２
人
減
で
す
。

【
部
長
級
】
▽
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長

（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
小
川
智
明

▽
医
療
福
祉
部
次
長
（
医
療
福
祉
部

地
域
医
療
課
長
）
原
田
義
巳
▽
商

工
観
光
部
調
整
監
（
総
務
部
次
長
）

長
谷
川
幸
洋
▽
商
工
観
光
部
調
整

監
（
日
本
航
空
㈱
）
戸
取
健
一
郎
▽

農
林
部
次
長
（
農
林
部
林
政
課
長
）

勝
川
甲
子
▽
水
道
環
境
部
長
（
医
療

福
祉
部
次
長
）
太
田
敦
之
▽
会
計
管

理
者
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
保
険
年
金

課
長
）
原
田
一
宏
▽
副
教
育
長
（
県

教
育
委
員
会
）
安
藤
一
博
▽
監
査
委

員
事
務
局
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局

調
整
監
）
伊
藤
英
晃

【
課
長
級
】
▽
総
務
部
総
務
課
長
（
総

務
部
総
務
課
長
補
佐
）
樋
田
正
志
▽

ま
ち
づ
く
り
企
画
部
企
画
課
主
幹

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
上
矢
作
振
興

事
務
所
長
）
安
藤
博
▽
ま
ち
づ
く

り
企
画
部
東
野
振
興
事
務
所
長
（
商

工
観
光
部
商
工
課
長
補
佐
）
渡
辺
靖

▽
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
武
並
振
興

事
務
所
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
生

涯
学
習
課
長
補
佐
）
安
田
英
明
▽

ま
ち
づ
く
り
企
画
部
岩
村
振
興
事

務
所
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
幼
児

教
育
課
長
）
福
平
栄
久
▽
ま
ち
づ
く

り
企
画
部
山
岡
振
興
事
務
所
長
（
商

工
観
光
部
商
工
課
長
）
西
尾
功
▽
ま

ち
づ
く
り
企
画
部
上
矢
作
振
興
事

務
所
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯

学
習
課
企
画
官
）
小
木
曽
晴
美
▽
市

民
サ
ー
ビ
ス
部
保
険
年
金
課
長
（
建

設
部
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
長
）
丸

山
頼
彦
▽
医
療
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
長
（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
飯
地

振
興
事
務
所
長
）
山
田
芳
彦
▽
医
療

福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
（
水
道
環
境

部
上
下
水
道
課
長
）
村
松
光
則
▽
農

林
部
林
政
課
管
理
官
（
ま
ち
づ
く
り

企
画
部
武
並
振
興
事
務
所
長
）
杉
本

金
一
郎
▽
建
設
部
都
市
住
宅
課
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
幼
児
教
育
課

企
画
官
）
梅
村
浩
三
▽
建
設
部
リ
ニ

ア
ま
ち
づ
く
り
課
長
（
ま
ち
づ
く
り

企
画
部
東
野
振
興
事
務
所
長
）
小
木

曽
弘
明
▽
水
道
環
境
部
上
下
水
道

課
長
（
水
道
環
境
部
上
下
水
道
課
管

理
官
）
原
章
之
▽
水
道
環
境
部
エ
コ

セ
ン
タ
ー
恵
那
所
長
（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
総
務
課
管
理
官
）
安
藤

学
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
研

究
所
長
（
県
教
育
委
員
会
）
伊
藤
政

之
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
幼
児
教

育
課
長
（
医
療
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
長
）
湯
藤
奈
保
美
▽
教
育
委
員

会
事
務
局
幼
児
教
育
課
主
幹
（
県
教

育
委
員
会
）
市
川
伸
美
▽
教
育
委
員

会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
課
長
（
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
管
理
官
）

梅
村
浩
明
▽
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
長
（
教
育
委
員
会
事
務

局
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）
鷹
見
健
司
▽
教

育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
管

理
官
（
医
療
福
祉
部
地
域
医
療
課
管

理
官
）
平
林
恵
明
▽
消
防
本
部
副
消

防
長
（
消
防
本
部
消
防
課
長
）
三
宅

芳
信
▽
消
防
本
部
消
防
課
長
（
消
防

本
部
消
防
総
務
課
管
理
官
）
小
栗
広

司
▽
消
防
本
部
消
防
課
管
理
官
（
恵

那
消
防
署
管
理
官
）
林
康
徳
▽
消
防

本
部
消
防
課
管
理
官
（
岩
村
消
防
署

主
任
主
査
）
成
瀬
哲
哉
▽
消
防
本
部

消
防
課
管
理
官
（
岩
村
消
防
署
管
理

官
）
宮
地
勝
義
▽
岩
村
消
防
署
管

理
官
（
明
智
消
防
署
管
理
官
）
佐
々

木
幹
夫
▽
岩
村
消
防
署
管
理
官
（
明

智
消
防
署
主
任
主
査
）
伊
藤
公
博
▽

岩
村
消
防
署
管
理
官
（
岩
村
消
防
署

副
署
長
）
太
田
則
文
▽
明
智
消
防

署
管
理
官
（
岩
村
消
防
署
管
理
官
）

西
尾
伸
康

【
新
規
採
用
】
▽
総
務
部
総
務
課 

熊

崎
瑛
太
▽
総
務
部
総
務
課 

成
瀬
柊

▽
総
務
部
総
務
課 

寺
澤
功
起
▽
市

民
サ
ー
ビ
ス
部
市
民
課 

伊
藤
祐
実

▽
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
保
険
年
金
課

武
藤
夕
芽
▽
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
税

務
課 

小
林
奈
々
未
▽
市
民
サ
ー
ビ

ス
部
税
務
課 

足
立
史
年
▽
医
療
福

祉
部
健
幸
推
進
課 

大
嶽
彩
香
▽
医

療
福
祉
部
高
齢
福
祉
課 

武
藤
由
希

子
▽
上
矢
作
病
院
看
護
部 

石
田
陽

子
▽
上
矢
作
病
院
看
護
部 

小
木
曽

生
奈
▽
農
林
部
農
政
課 

林
朋
世
▽

建
設
部
都
市
住
宅
課 

今
井
潤
一
▽

水
道
環
境
部
上
下
水
道
課 

遠
山
周

平
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
幼
児
教

育
課 

永
谷
裕
恵
▽
武
並
こ
ど
も
園

吉
田
有
希
▽
山
岡
こ
ど
も
園 

松
井

幸
歩
▽
大
井
こ
ど
も
園 

鷲
見
綾
夏

▽
東
野
こ
ど
も
園 

松
原
美
幸
▽
教

育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
課 

伊

藤
雄
大

「
は
た
ら
く
」「
た
べ
る
」「
く
ら
す
」施
策
を
着
実
に
推
進

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長

　
小
川
智
明

副
教
育
長

　
安
藤
一
博

会
計
管
理
者

　
原
田
一
宏

水
道
環
境
部
長

　
太
田
敦
之

監
査
委
員
事
務
局
長

　
伊
藤
英
晃

※異動した職員のうち、課長級以上と新規採用職員を掲載。（　）内は前任、兼務や併任は省略

平
成
３１
年
４
月
１
日
付
け
市
職
員
人
事
異
動

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
志
２
６
︱
２
１
１
１
（
内
線
３
１
５
）

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
志
２
６
︱
２
１
１
１
（
内
線
３
４
６
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
暮
ら
し
の
現
状
や
市
政
へ
の
意
見
を
聞
き
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、
第
２
次
総
合
計
画
の
推
進
や
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
調

査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
報
告
書
は
、
本
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
各
振

興
事
務
所
、
市
中
央
図
書
館
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

54.0 ㌫

52.9 ㌫

51.1 ㌫

21.9 ㌫

20.7 ㌫

18.7 ㌫

17.0 ㌫

10.1 ㌫

8.4 ㌫

2.2 ㌫

7.9 ㌫

30.3 ㌫

25.8 ㌫

21.7 ㌫

20.2 ㌫

17.6 ㌫

13.9 ㌫

13.1 ㌫

8.6 ㌫

8.6 ㌫

18.0 ㌫

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上 30歳以下

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

10.1
㌫

21.5 ㌫

10.5 ㌫

14.0 ㌫

15.4 ㌫

17.8 ㌫

10.7
㌫

10.5 ㌫

21.5 ㌫

14.0 ㌫

15.4 ㌫

17.8 ㌫

10.7
㌫

10.1
㌫

30歳以下




